






















第 1章では、1980年代から 2000年代半ばまでの、日本を含めた OECD諸国の財政動向
を俯瞰している。OECD諸国全体を通しての特徴は、1990年代に顕著な財政再建が行われ
たことであり、それは、規模や持続期間において、1980 年代や 2000 年代前半のそれを上
回るものであった。また、財政収支の改善は、通常、支出と収入の両面にわたるが、90 年
代の財政再建課程は、支出削減のウェイトが他の時期と比べて高かった。こうした OECD
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れた諸点について修正したうえで、博士(政策研究)= Doctor of Policy Studies の学位を授
与すべきであるという判断が下された。論文修正後の措置に関して、最終版承認の判断は
主査にゆだねられた。その後、平成 22年 7月 21日に修正した最終版が提出され、主査が
適切に修正されていることを確認した。 
